
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

みんなの想いを力に変えて確かな未来を創る！！ 
令和４年第2回日野市議会定例会が6月2日から6月20日まで開催さ

れ、市長より提出された議案、補正予算（第3号）などの審議、また新型コ

ロナウイルス感染症対策を含む緊急対応として補正予算（第４号）が組ま

れるなど、活発な議論が交わされました。一般質問は22名の議員が行っ

ております。審議された議案については賛成多数で可決されております。 

本定例会で審議された内容や、一般質問で島谷ひろのりが議題とした

内容、トピックスも含め、以下、主な内容をご報告させて頂きます。 
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■令和４年第2回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
http://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1019925.html ⽇野市HP ページID 1019925 

Ⅰ．令 和 ４年 第 ２回 定 例 会 の議 案 について（抜 粋 ） 

これは、2年に一度行われる国の診療報酬改定に伴うものです。地域医療支援

病院の外来機能明確化、地域クリニックとの情報連携強化、在宅診療の補強など、

医療体制全般の充実を図ることが目的で、増加分は日野市立病院の収益ではな

く、国全体の医療体制強化に活用されます。 

■⽇ 野 市 ⽴ 病 院 『紹 介 状 なし加 算 』が  7,000円 へ 

島谷ひろのりは、その目的を達成するための市の旗振り、市民の安心、いのちを守ることに資する取り組

みとして「賛成」いたしました。 

加えて、紹介状なし加算料による負担感や、病院に行くかどうか迷ってしまった時の足かせになってしま

うことを防ぐため、休日・準夜診療や救急安心センター#7119を改めて周知しつつ、「遠隔健康医療相談」

など市民の不安解消に資する体制の充実について、意見要望しました。 

■キャッシュレス決 済 サービス（PayPay）を活 ⽤ した経 済 ⽀ 援 事 業 の実 施  約 5億 8,000万 円  
昨今の社会情勢による物価高騰に対する生活支援策とともに、原材料費や光熱水費の高騰により影響

を受けている事業者支援として、ポイント還元による経済支援を行います。 

◇ 実施期間 年内の2ヶ月間を実施予定 

◇ 還元率   ３０％（１回のお支払で3,000ポイント上限） 

１ヶ月目 ⇒ PayPayが利用可能な市内中小事業者が対象店舗  

2ヶ月目 ⇒ PayPayが利用可能な市内全店（ショッピングモール等含む） 

（※２０２２年６月末日現在、詳細については日野市広報よりこれから発信となります。） 

■給 ⾷ ⾷ 材 ⾼ 騰 への対 応  約 2,500万 円  
昨今の社会情勢により学校給食に使用する食材

が大幅に値上げされていることを受け、市内小中

学校に対し補助を行う。 

◇ 補助期間 令和４年７月分 

～令和５年３月分 

コロナ禍に加え原油価格や物価高騰の影響によ

り厳しい経営環境に置かれている市内ものづくり

事業者（中小規模）に対し、事業に供する電気料金

高騰分の一部を補助し、事業継続を支援する。 

◇ 補助対象 市内ものづくり事業者（２００社程度） 

◇ 補助額 令和４年４月～６月の電気代１０％ 

（上限１００万円） 

◇ スケジュール 令和４年７月下旬 申請受付開始 

■ものづくり事 業 者 への⽀ 援  約 ６,０00万 円  



   
 

 
環境省が取りまとめた、令和２年度

「1 人 1 日当たりのごみ排出量」で、日

野市は、人口 10 万人以上 50 万人未

満の自治体の中で、全国２位（前年度

３位）となりました。これは、日野市民

お一人お一人の意識の高さ、ご理解、

ご努力の賜物であることは間違いあ

りません。 

今回の質問では、ごみゼロ社会・循環型社会の形成に向け、

現時点での「日野市のごみ削減」に向き合う姿勢や課題、「自

治体として、どんな努力をしているのか？」をテーマに、市の考

えを質しました。(以下は要点のみ抜粋) 

●島谷ひろのり議員⇒ 

「日野市第二次ごみ改革」の現時点での評価と課題について。 

◇令和２年１月 プラスチック類ゴミ分別・収集のスタート 

（青い指定有料袋の導入による更なる分別促進） 

◇令和２年３月 ３市共同新可燃ごみ処理施設本格運用開始 

◇令和２年４月 新プラスチック類資源化施設の運用開始 

◆⽇野市 プラスチック類ごみの分別収集導⼊後の市⺠の分別状
況について、プラごみ（⻘袋）は、約 90％が正しい排出、約 10%が可
燃ごみ等の不適物となっている。また、不燃ごみ（⻩⾊）は、約 70%
が正しい分別だが、約 30%近くが不適物となっており、プラスチック等が
混⼊している状況。引き続き分別に対する周知啓発を⼯夫していく。 
●島谷ひろのり議員⇒ 「日野市第二次ごみ改革」で、更なる成果を出すためには「市民が出したゴミは

自治体で処分」という考え方だけでなく、リサイクル分野やリユース分野を得意とする民間業者の力を

活用することは必須。今後の日野市の取り組みの方向性について伺う。 

◆⽇野市 オンラインを活⽤した粗⼤ごみ等のリユース促進を実施している「ジモティー」と連携を⾏い、市⺠のリ
ユースへの取り組みに対する多様な選択肢を⽤意することで、ごみ減量に努めていきたい。既存のひの市⺠リサイ
クルショップ回転市場を活⽤していくほか、リサイクル事務所もジモティーの技術⽀援により、SNS の活⽤による販
路拡⼤や事業の活性化を図っていく。 

●島谷ひろのり議員⇒ リサイクル事務所の拠点について、多くの市民がリユー

スやリサイクルに参画できる環境づくりは重要であると捉えている。浅川より南

側の地域に新たな拠点を設けて、多くの市民が足を運びやすい仕組みづくりに

ついても検討いただきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⽇ 野 市 第 二 次 ごみ改 革 の成 果 と課 題 、循 環 型 社 会 の実 現 に向 けた取 り組 みを問 う 

Ⅱ．島 ⾕ ひろのり⼀ 般 質 問 （概 要 ） 


